
付録３ 新型コロナウイルス感染拡大の状況における大学の対応について（千葉大学）

１．新型コロナウイルス感染症に対応して、教育課程の実施、授業の方法等について、学生の学習の

質を維持するために行った取組の概要を確認したい。

大学回答欄

令和２年度前期（第１・２ターム）は、新型コロナウイルス感染症の拡大に対して喫緊な対応が必要

となった。その中でも、大学として授業等を適切に提供するため、文部科学省等からの通知等に則り

つつ、授業日程の変更（最終的に授業開始日を５月７日（木）に変更）、授業の実施方式の転換（全

てメディア授業化）及びそれに対応するメディア授業の質を保証するための授業実施の留意事項周知

や学内インフラ・システムの整備、校内入構制限に対応して図書館によるオンライン資料提供や郵送

貸出等を実施したところである。また、学生によるメディア授業サポートチームを組織し、オンライ

ン授業に係る疑問や質問等に丁寧に対応した。

令和２年度前期（第３ターム）及び後期（第４～６ターム）は、新型コロナウイルス感染症の状況を

考慮しつつ、学生の受講環境、通信環境及び心理的状況を配慮のうえ、対面授業実施環境の整備

（ルール作り）及び実験・実習科目を含めた対面授業の実施、更なる学内インフラ・システムの整備

によるメディア授業（特に同時双方向型授業）の実施、校内入構制限の緩和等、よりコロナ禍前の状

況に少しでも近くなるよう努めてきたところである。

令和３年度については、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮しつつ、教育方法に応じ、メディア

授業だけではなく対面授業実施環境（座席間隔の確保等）の範囲内で設定可能な対面授業の実施に努

めているところである。

令和３年度第３タームからは、留学代替措置としてオンライン留学プログラムを全学的に展開し、長

期の派遣留学も再開した。

２．新型コロナウイルス感染症に対応して、学生の学習及び生活の支援について行った取組の概要を

確認したい。

大学回答欄

メディア授業実施に伴うルーター・PCの貸与

メディア授業に不安を持つ学生の支援（スマートオフィスによる相談）

学生の授業外学習の機会を保証するために、アカデミック・リンク・センターの学生相談及びイング

リッシュハウスにおける英語学習の機会をオンライン化

学生の身分異動（休学等）の弾力的な取扱い

生活に困窮する学生の支援（国等の支援制度の広報含む）

学生のメンタルヘルス支援（学生相談、修学上の配慮等）

学生相談ホットライン（24時間 健康・メンタルヘルス電話相談サービス）の開設
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